文法指導の必要性とその効果
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高等学校の現行カリキュラム(1994年施行)では、文法指導は科目として認められていない。しかし、多くの学校では副教材として文法のテキストを購入し、文法の授業が行われている。これは、英語の授業時間数が0Cの導入によって減ってしまったために、従来は英語I・IIで扱っていたような文法事項を教える時間がないこと、高校時代(それも初期に)に体系的な文法指導が必要だと思われていることなどが原因である。今回、1年間(1999.4～2000.3)に渡って、高校2年生を対象に文法の授業を受けた生徒と受けていない生徒に同じ文法テストを実施し、文法の授業そのものがテストの結果に現われるかどうかを調査した。先行研究では、form-based instruction を通じて習得された文法知識はnoticingを助け、errorに敏感になり、outputを修正するのを助けると言われている(Ellis(1985)、Bialystok(1982))。Explicit knowledgeをより多く与えられた学習者とそうでない学習者との間には、有意差が生じるのであろうか。文法指導を受けた生徒は授業時間数が多いため、授業時間数の少ない学習者よりも熟達度テスト(県下一斉テストを利用)や到達度テスト(各学期の期末テスト後に文法授業で扱われた項目で必修英語の教科書に出てきたものを間題にして作成)では高得点をとる者が多いと考えられる。4月の熟達度テストでは、文法授業を選択した者と非選択者との間には有意差が認められたが、これは英語学習へのモチベーションの高さの違いによると考えられた。しかし、学期末に3回行った各学期における文法の到達度テスト、また11月の熟達度テストにおける両者の有意差は認められなかった。生徒へのアンケートでは、①中学で既習の項目(時制、進行形、完了形、不定詞など)は高校で授業を受けても新しい知識を得た感覚がない、②授業で扱われなかった項目は1学期より3学期の数値が下がる項目(語法、部分否定など)があることが判明した。文法授業を選択した生徒のうち56%が自分の文法知識はおもに選択授業で身につけたと考えていた。

